


           自由に暮らす日のために           

  島 しづ子

秋に車椅子を利用する人と旅をした。車椅子での移動手段に知恵を絞った。当日、名古屋

駅までリフトタクシーで楽勝。駅で障がい者用トイレだったが、背もたれが無く困った。ホ

ームへはエレベーター。駅員がスロープをセットしてくれ新幹線に楽々乗車。大型の車椅子

なので心配したが、11号車の扉は他よりも広く楽勝。客室に入ってからも車椅子のまま目的

地までＯＫ。

20年以上前、所属教団の仕事で頻繁に上京。神戸から他の委員が乗って来て名古屋で合流

し、東京の会場まで同行した。彼は電動車椅子に乗っていた。新幹線は「障がい者席」が個

室で狭かった。東京駅ではホームから荷物用のエレベーターで地下に降り、地下道を通り山

手線に乗り換えた。乗り換えの度に、駅員が嫌な顔をした。「予約してくれれば、駅員を揃え

ますが、急では四人集めるのが大変です」と言うのだ。電動車椅子を階段で運ぶのだから確

かに困る。私は駅員が彼を邪険に扱うのが嫌で、彼に「頼むから予約しておいて！」と言っ

た。「いや、僕たちは行きたい時に行きたい所に行く自由がある。だから予約しない。交渉は

僕がするから、島さんは隠れていて後から来てくれればいい」と不自由な口で言う。柱の影

で見ていると、急に現れた車椅子の彼に改札口の駅員は困惑し、長く彼を待たせ、駅員四人

揃えてホームまで彼を連れて行った。この旅の終着駅は高田馬場だった。最初、高田馬場で

はホームから階段を降りるのに、駅員たちが彼を電動車椅子ごと運んだ。（ああ大変）。しば

らくして階段をガタガタ降りていくキャタピラーみたいなものが駅に備え付けられた。彼は

車椅子の上で目をぱちぱちさせキャタピラー車で階段を降りる恐怖と闘っていた。その後昇

降機が取り付けられた。あれは彼が一人で闘いとったような気がする。

今回、同行したアシスタントのＫさんが、新幹線の中で、「車椅子には狭いですね。」と言

った。三人並びのシートを一個はずして、車椅子用にするのだから狭い。が、私は「あるだ

けいいよ」と思っていた。予約していたからでもあるが、駅員も車掌もにこやかに対応して

くれ、スムーズだった。御年寄りもこのことで助かっていることだろう。自由を求めて闘っ

た人たちのおかげで、全ての人が過ごしやすくなる。いいことだ。「あるだけいいよ」と思っ

た私だが、あの神戸の彼の闘いを思うと、Ｋさんのように「これでは狭いですね！」と言わ

なくてはいけないだろうな。

「サウンド・オブ・ミュージック」で修道院院長が歌うアリアがある。希望が湧いてくる歌

だ。「すべての山に登ろう、高き山も低き丘も捜そう わき道も、あなたの知っている小道も

辿ろう、すべての山に登ろう、すべての小川も渡ろう すべての虹を追おう、あなたの夢を

見出すまで 必要とされる夢を、あなたが与え得るすべての愛を 後略」

愛する人たちと私たちがもっと自由に暮らせる日まで夢を持ち続けよう。

みなさま、今年も私たちの夢に寄り添って下さりありがとうございました。

どうかお元気でよきクリスマスと新年をお迎えください。
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全国大フォーラムに参加して

中森 由哉

まだ秋の半ばだった 10 月 29 日（金）に全国大フォーラム（主催：10.29 全国大フ

ォーラム実行委員会・日本障害者協議会・障害者の地域生活確立の実現を求める全国

大行動実行委員会・全日本ろうあ連盟）に参加しました。このフォーラムは、2005年

10 月 31 日に「障害者自立支援法」が成立して以来毎年行われているものです。私自

身今回 4回目の参加でした。過去 3回はわりと暖かい日だったのですが、今回は結構

寒さを覚えました（重度の障害のある方にとっては相当きつい寒さだったと思います）。

でもやはり参加して良かったと思っています。

「障害者自立支援法」は首を傾げたくなる内容がかなりありますが、大きな問題の一

つに応益負担があり、サービスを利用すると 1 割負担のルールで、障害のあるご本人

にとっては経済的に確実に厳しくなることと、生活上必要なサービスを受けること―

このことは本来国の責任で保障すべきことです―まで本人が利益を受けることと位置

づけられています。それから、この法律制定のプロセスについても当事者の声を聴く

事や生活の現実を充分見つめることは無かったと言わざるを得ないでしょう。このフ

ォーラムは「障害者自立支援法」に抗議して、障害のある当事者を交えた議論を積み

重ねて新しい法律を作ること等を求めて実施されています。規模としては 1 万人レベ

ルのもので全国から集まっています。シンポジウムや全国各地からの実態の報告等盛

り沢山の内容が野外会場であり、最後はデモで道行く方々にこの課題についてアピー

ルしました（デモも数千人規模のものでした）。

当法人も障害者自立支援法に基づく生活介護事業（通所サービス）と居宅介護事業

（ホームヘルプサービス）を実施しています。利用する方の経済的な負担については、

現時点では緊急的な措置により相当軽減されていますが、法律そのものは変わってい

ないというのが現実です。枠組みがそのままである以上応益負担が名実共に固定化す

る危険もあります。昨年から「障害者自立支援法」廃止の具体的動きもありましたが、

その一方で最近この「障害者自立支援法」の「改正」案が可決されました。「改正」と

は言っているものの根本は従来と同じ内容です（実はこの｢改正｣案については、今年

上半期に出てきてその時は国会のごたごたの中廃案になったのですが、最近同じ内容

で登場し、今度は多くの反対にも拘らず成立してしまいました）。こういった動きにつ

いて、当法人の利用者の方や事業所も影響を受けるのみならず、他の多くの障害当事

者・家族・事業所職員が影響を受けるわけで、自分たちの問題として捉えていきたい

と思っています。
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＜メンバーの思い＞
毎回が初舞台の気持を忘れずに…

                              潮田 則行

私は紙風船に入り、4年目になります。 人形劇では音響でいつもいい緊張感を

もって演じています。

毎回、いい時もありますが、悪い時もあります。舞台で演じるメンバーとのキャッチ

ボールしているのが音響の役割だと思っています。

毎回が初舞台の気持ちで演じています。それははじめての場所・はじめて出会う

お客さんが新鮮に感じるからです。拍手をもらうと嬉しいしお客さんが背中を押して

くれてるように思います。

2年近くかかって創った小作品が完成し、12月 4日発表会が無事に終わりました。

やりとげた達成感がありました。これからもあらたな出会いを求めていきたいです。

毎回が初舞台の気持ちを忘れずに……

＜協力者の思い＞
継続は歴史を作る            

                           おばらしげる

今回の新作造りの構想は２年ほど前から始まりました。施設も充実し、スタッフも揃

い始め、仲間の人数も増えました。今ある作品では、全体で行動しなければならず、ス

タッフ、仲間も、そして迎えてくれる主催者も大変でした。

なんとか少人数で動ける作品を、何度かの試行錯誤の末、今回の作品が誕生しました。

紙風船との出会いは、もう１４～５年前になります。高校生の仲間も３０歳になりま

す。色々な出来事を乗り越えて、今が有ります。

新作発表会が初舞台の仲間と、スタッフが何人かおります。この人たちが、不安を抱え

ながらも、ほとんどトラブルもなく初舞台を踏むことができました。このことは、実は

大変なことなのです。稽古での皆さんの頑張りももちろんですが、タイトルのように積

み重ねられた歴史と経験のなせる業です。

紙風船が立ち上げられたころを知る仲間は数人です。スタッフに至っては０です。し

かし、仲間が一人増え二人増え、スタッフが入れ替わるたびに経験は受け継がれ、今日

に至りました。舞台に上がること、台詞を話すこと、大勢の人の前に立つこと。初めか

ら出来たのではありません。稽古を重ね、公演をかさね、失敗や、不安を乗り越えて来

たからこそ、出来る事なのです。

               また新しい歴史の始まりです。２０１０年１２月
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                                 南  寿 樹

先日、名古屋で活躍している劇団の合同公演「わが町、名古屋」(市民芸術祭)を観た。

昭和３５年から数年間の名古屋下町の生活。隣どうしの幼馴染が結婚し、やがて二人目の子を

出産する。しかしその難産で妊婦が亡くなり、魂だけになって１４歳の誕生日にもどるという

話。そこはいつもの朝、新聞を受け取り、ご飯をつくり、子ども（自分）を起こす母を見る

――穏やかでゆったりとした死後の世界から見るとなんと慌ただしくせわしない生活――

しかし淡々と繰り返されるなんでもないような毎日がいかに輝いていて幸福だったかに気づく。

観劇後の感動の余韻に浸っているとき、訃報が入った。・・・「純一君（高１）が亡くなった」

純一との思い出は少ないが、頭に二人で過ごした春の日のことがふわっと浮かんできた。

純一は難病と闘っていた。この日はまるで神様がその健闘をたたえてプレゼントしてくれたよ

うな天気で彼の病状も安定していた。私は久しぶりに登校した彼を誘って給食室南側の竹林に

連れて行った。そこには細くてかわいい竹の子達が土の上にちょこんと顔を出していた。「お母

さんに、持って行ってあげよう」と言うと、にっこり笑う純一。「あっ、あそこにもあるよ」「ほ

んとだここにも」両手いっぱい竹の子を持って母のところへ…「まあすごいわね」と喜ぶ母。

照れくさそうに笑いながらタンポポを見る純一 ――― 彼はとても照れ屋さんだった。

その後純一は病状が不安定になり、学校には来られず闘病の日々が続いていたのだった。

「純一とはもう会えない」と思った時、私は亡き母との別れの瞬間を鮮明に思い出した。

白い病室で静かに息を引き取った母。その時悲しみよりもまずは力が抜け、次に喉から胸にか

けて息が詰まった。やがて目のふちから染み出すように涙があふれ、声を出さずに泣いた。

「お母ちゃんとはもう会えない」―――どうしようもない悲しみが重く深く私を包み込んだ。

私が幼少のときは貧乏で働きに出てたお母ちゃん。（私はお母ちゃんと呼んでいた）それでも劇

で観たように毎日毎日、朝ご飯の支度から洗濯、掃除…お母ちゃんはいつも私を見守ってくれ

ていたのだろう。大けがをしたときも病気をしたときもお母ちゃんはすぐそばにいてくれた。

うれしい時も悲しい時も……生まれた瞬間から最期の瞬間まで母の愛はずっとそこにあった。

「毎日」という字の中には母がいるという（日野さおり）……近すぎて見えない愛だった。

そもそも愛する人との別れは、絶対に避けられない。どんなに努力しても避けられない。

ではどう乗り越えていけばよいのだろうか ―― 私は、思いっきり泣くことにしている。

「涙の後に立ち上がる」と書いて「泣く」（漢字幸せ読本）涙の数だけ人は生まれ変わるという。

そしてその後に、私は「亡くなった（別れた）人に恥ずかしくない生き方をしよう」と誓う。

そう、その生き方とは、一瞬一瞬を大切にする生き方。なんでもない日々を大切に生きたい。

それにしても本当に大事なものは、眼には見えず、私たちは気づかないのかもしれない。

  昼のお星は 眼にみえぬ。

     見えぬけれども あるんだよ

      見えぬものでも あるんだよ    金子みすゞ 出典「金子みすゞ全集」
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定例会報告             

                            文責：中森 由哉

今年度第 2回定例会を 9月 25日（土）に、第 3回定例会を 11月 27日（土）に

開催致しました。以下、その時の内容を記させて頂きました。

◆ 第 2回定例会

テーマ：「独自サービスについて」（12月より実施）

利用者のニーズについて、制度にのっとった形でのサービス提供を前提に、現制度では対

応することのできない緊急時などのケースについて、法人独自のルールを設けることによ

って、できる限りの対応をしていくことを目的として行っていきます。

サービスの内容

① 通所サービスでの時間外支援（見守り・必要な介助等）

② 入院時の付き添い

<話し合いで出た意見等>
・ 料金は法人独自に設定。人件費が賄える程度の額を目安に考える。

・ 現実には緊急的な場合の利用となることから、それに応えていくのが本旨。

・ 人材確保、ニーズに対応できる支援体制が不可欠。

・ 利用者のニーズを具体的に知るためには個別の聴き取りが必要。

・ 独自サービスを実施した際は、記録をしっかりと採ること。

◆ 第 3回定例会

テーマ：「愛実の会の居宅介護の理想のイメージと、その実現のために必要なこと」

メンバーの将来の生活サポートのために、居宅介護（ホームヘルプ）が大切な役割を担っ

ていくことから、これからの方向性・ビジョンなどについて、定例会のテーマとして焦点

を当てることにしました。

<話し合いで出た意見等>
・ 通所サービス以外の時間を豊かに：夕方や休日の余暇支援の充実→外出のサポート等

・ 様々な属性の方にヘルパーとして関わって頂くことが必要である。

・ 通所サービスの様子を知っている人がホームヘルプに関わってくれると安心である。

・ メンバーの親が元気なうちから他人のサポートで生活する経験を豊かにしたい。

・ 医療的ケアの必要な方の生活支援についても取り組んでほしい。

・ ニーズがあっても遠慮していたり、充分に利用者のニーズを掘り起こせていないのでは。

・ コーディネーターの重要性：わからないことや具体的な計画等の相談できる専任のスタ

ッフが必要ではないか。

・ 家族やヘルパーの話を聞いて適切な援助を提案できるスタッフが必要

法人として、定例会の協議内容を今後の歩みに生かして参りたいと考えております。
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「小窓から」１０

                               大野 義徳

健常者は自由、障がい者は不自由、そんな区別がよくなされる。

そういう一面も確かにあるだろうけれど、何か腑に落ちずもやもやしたものを以前か

ら感じている。「障がい者は不自由なんかじゃなくて心が自由なのさ」なんてお気楽

主義を拝しているわけではもちろんなくて（こちらの方がよっぽど腑に落ちない考え

方だ）、後味が悪いのは、健常者は自由ってところと、わざわざこの二つに区別する

ということの二つだ。

自由の難しい定義は置いておいて、ここでは「思いのままに」体が動く、といった

意味だろうか。それでも健常者は自由なんて言われると、ほんまかいな、と思ってし

まう。まさに激しいほどの型にはめられているのが「自由」なのであって、気づかな

いほど自然な現実だ。

でもこのことは些細なことでしかない。気になるのは、この二つをいちいち区別す

ることだ。

健常と障がい、なぜ区別するのか。自由と不自由、なぜ区別するのか。利用者と提

供者、なぜ区別するのか。区別とは何か。辞書には「違いによって分けること」とあ

る。ここから一番危惧することは、区別が簡単に差別に繋がることだ。差別とは、「差

をつけて取り扱うこと。正当な理由なく劣ったものとして不当に扱うこと。区別する

こと」とあるように区別と裏腹なのだ。区別することが必要な場面もある一方、差別

はいけないと口では言いながら区別という名の差別がまかり通ってしまう、そんな危

うさを感じるからこそ、腑に落ちないものがあるのだろう。

辛い思いは弱い立場のものしか感じない、そんな悲しい現実をそのままにしておい

てはいけない。
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◆ イエローレシートキャンペーンより

ＮＰＯ法人愛実の会は、イオンで毎月１１日に行われる「幸せの黄色いレシートキャン

ペーン」にジャスコ名古屋みなと店様・千種若宮大通り店様・イオン大高店様に大地の

家・愛実友だちの家・紙風船がそれぞれ登録させていただいています。

このキャンペーンでは、お客様から集められたレシート合計金額の１％相当の商品を各

団体に寄贈して頂けます。今回は千種若宮大通り店様より日中の活動で使用する文具

等、大高イオン様からは紙風船に人形劇の衣装をいただきました！一同とても喜んでい

ます。寄贈していただいた商品は大切に活用させて頂きます。

本当にありがとうございます。

NPO 愛実の会 寄付者名（順不同・敬称略）       2010 年 9 月 1 日～12 月 7 日

★賛助会費

民安 健二 浦野 松子 後藤 尚子 大村 恵子 上泉 建 前田 栄子 高橋明日香

五十嵐ベティ

★紙風船夢づくり

竹山 徹 可知一三四 中森 照子 中森 由哉 戸田 真二 潮田 則行 丹下節子・丹下進

鈴木 純夫 鈴木百合子 名古屋樟ライオンズクラブ

★寄付・その他

伊藤あつ子 中森 由哉 中森 照子 奥村 寿浩 大渕 哲也 中村弥栄子 戸田 真二

中谷 塩子 大村 恵子 伊藤 裕子 木村 睦子 浦野 松子 武嶋 恵子 高橋佐喜男

上泉 建 鈴木 武二 徳永 五郎 五十嵐ベティ  京都みぎわキリスト教会

堤 肇   田瀬教会 栄冠幼稚園 信濃村教会婦人会 日本福音ルーテル復活教会

市民クリスマス実行委員会 在日大韓基督教会名古屋教会女性会

★移転改装費  垣内裕子        

【寄付のご報告】
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◆「愛の鈴号」を頂きました！

この度、東海テレビ福祉文化事業団様から「愛の鈴号」を頂きました。

当法人の利用者の方は重度の身体障がいのある方がほとんどで、

車椅子のまま乗車できる車両をいただけた事により、

朝と夕方の送迎がより充実することとなりました。

１１月１８日には贈呈式にお招き頂きました。

大切に用いさせていただきます。ありがとうございました。

任意団体「障害者・友だちの家・愛実」寄付者名

「寄付金個人・教会」 青本光子（複数回）大渕哲也・大渕真喜子 笠谷恵子 見木靖子

高蔵寺ニュータウン教会

「賛助会費個人」   吉谷尚之（複数回）  

「土地建物基金個人」 岩田太万亀（複数回）

尚、今回の報告は２０１０年９月６日から１２月 7 日までにいただいた分の報告です。長村  




	

